
【令和７年度 オープンイノベーション研究・実用化推進事業 基礎研究ステージ（基礎重要政策タイプ）】 

07010a3 
光活性型の生物農薬による新奇な植物病害抑制技術の開発 

 
１ 代表機関・研究統括者 

学校法人常翔学園 摂南大学農学部 飯田祐一郎 
 
２ 研究期間：令和７年度～令和９年度（３年間） 

 

３ 研究目的 

トマトの重要病原菌である葉かび菌に寄生する菌寄生菌は、赤色光

受容体フィトクロムを介した寄生性機構を持つことから、光によって

防除効果を促進する新たな生物農薬の開発を目指す。 

 

４ 研究内容及び実施体制 

① 赤色光照射による菌寄生菌の生物防除効果の解析 

赤色波長によってトマト葉かび病菌に対する寄生性が促進する菌

寄生菌の作用機作と植物の生理学的応答を解明する。 
（摂南大学） 

 

② 赤色光照射による重要病原菌の物理的防除効果の解析 

赤色波長による重要病原菌に対する直接的な阻害効果を解明する

とともに、植物体上における菌寄生菌の生物防除効果を解析する。 
（三重県農業研究所） 

 

５ 最終目標 

菌寄生菌 Hansfordia pulvinata を光活性型生物農薬として農薬登録

し、赤色光 LED による病害防除技術を確立する。またフィトクロム遺

伝子の改変により、常時寄生性促進株の作出を目指す。 

 

６ 期待される効果・貢献 

世界初の光活性型の生物農薬という新たな微生物農薬の創薬アイデ

ィアを提供することで、国内外で光活性型の微生物資源の探索を誘導

し、国内外の農薬市場に革新的なインパクトを与える。 

 
【連絡先 摂南大学農学部 072-896-6000】 

 




